別紙２

収　　支　　予　　算　　書
Ⅰ  収入関係（　　年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：円）

	区　　分
	金   　額
	調　達　先
	備　    考

	補 助 金
	
	
	

	自己資金
	
	
	

	借 入 金
	
	
	

	そ の 他
	
	
	

	合　　計
	
	
	


Ⅱ　支出関係（　　年度）                                       　　　（単位：円）

	区分
	補助事業に

要する経費

a
	補助対象

経　　費

b
	補 助 金

要 望 額
c≦（b×2/3）
	備 　 考

	使用料
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	試料加工費
	
	
	
	

	需要費
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


　※「補助対象経費ｂ」欄には，原則として，消費税及び地方消費税仕入控除税額を減額した額を記載して下さい。ただし，申請時において当該補助金に係る消費税及び地方消費税仕入控除税額が明らかでないものについては，この限りでありません。
　※１円未満の端数は切り捨てとなります。

記載例
別紙２

収　　支　　予　　算　　書
Ⅰ  収入関係（令和３年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：円）

	区　　分
	金   　額
	調　達　先
	備　    考

	補 助 金
	303,282
	宮城県
	

	自己資金
	197,138
	
	

	借 入 金
	
	
	

	そ の 他
	
	
	

	合　　計
	500,420
	
	




Ⅱ　支出関係（令和３年度）                                       　　　（単位：円）

	区分
	補助事業に

要する経費

a
	補助対象

経　　費

b
	補 助 金

要 望 額
c≦（b×2/3）
	備 　 考

	使用料
	98,900
	89,909
	59,939
	

	旅費
	236,320
	214,836
	143,224
	

	試料加工費
	55,000
	50,000
	33,333
	

	需要費
	77,000
	70,000
	46,666
	

	その他
	33,200
	30,181
	20,120
	

	合　計
	500,420
	454,926
	303,282
	


　※「補助対象経費ｂ」欄には，原則として，消費税及び地方消費税仕入控除税額を減額した額を記載して下さい。ただし，申請時において当該補助金に係る消費税及び地方消費税仕入控除税額が明らかでないものについては，この限りでありません。

　※１円未満の端数は切り捨てとなります。

a欄は，別紙3「支出明細書」の各区分の合計金額を記載してください。





「Ⅰの合計」と「Ⅱ-aの合計」を合致させてください。





a欄は，別紙3「支出明細書」の各区分の合計金額を記載してください。





計算の結果，補助金要望額が40万円を超える場合は，合計額が40万円になるように各区分の補助金要望額を調整して下さい。


（例：計算の結果，要望額が421,000円となる場合）


⇒「その他」の区分の要望額（仮）25,000円を4,000円


に調整し，要望額合計400,000円とする。





a欄は，別紙3「支出明細書」の各区分の合計金額を記載してください。





a欄は，別紙3「支出明細書」の各区分の合計金額を記載してください。
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